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〈資料)

愛媛県スギ人工林の地上部相対成長関係

一統一係数及び力枝の長さと林分構成因子一

豊田信行

Nobuyuki TOYOT A 

愛媛県スギ人工林(実生)の概数の地上部現存量を推定する目的で、愛媛県の複数林分

資料から、相対成長式の統一係数を求めた。

また、空中写真による森林資源解析を念頭に力枝長さと胸高直径や成立本数の関係を検

討した。

キーワード :スギ、現存量、相対成長、統一係数、力技の長さ

1.緒言

森林の温暖化防止機能に関する研究等で、

愛媛県スギ人工林の地上部現存量を測定する

機会があった。現存量推定には相対成長式が

用いられ、その係数は林分間で差があること

が知られている(丹下 1999)。一方、概数の

把握であれば地域全体の複数の林分資料を混

みにして求めた、統一係数で表すことができ

る(田内ほか 2∞4)。そこで、既往の調査

データから愛媛県スギ人工林(実生)の地上

部現存量の相対成長式の統一係数を求めた。

併せて、空中写真による森林資源解析を念

頭に樹冠幅(今回は力枝の長さ)と胸高直径

や成立本数の関係も検討したのでこれを報告

する。

本研究は以下の 3つの調査のうち、スギ地

上部現存量を測定した調査項目について、結

果をまとめたものである。

(1)林野庁の大型プロジェクト研究「長期

育成循環林施業に対応する森林管理技術の開

発(1999年度'"2∞3年度)J (以下長伐期研

究と略)。研究全体の報告は既報(石川ら

2∞6、豊田ら 2∞5、豊田 2006) のとおり。な

お、 1999年久万千本山については、(独)森

林総合研究所四国支所との共同調査で実施し

た(田淵ら 1999、石川ら 20∞)。

(2) 林野庁依頼研究「間伐等が森林の炭素

貯留に与える影響調査 (1999'" 2∞0年度)J 

(以下問伐炭素と略)この調査は松本博行、

中間圭一、豊田信行、古川均が担当となって

実施し、結果は他の調査事業、全国の資料と

合わせ報告されている(家原 2∞4)。

(3) 林野庁委託研究「炭素吸収源データ収

集システム開発事業 (2001年度)J、「炭素吸

収源等森林計測体制整備強化事業 (2∞2年

度)J (以下炭素吸収と略)(担当:中岡圭一、

豊田信行)。この調査結果は、全国の資料と

併せ報告されている(林野庁 2002)。

また、間伐炭素と炭素吸収で 1999'" 2∞1 

年に実施した林分調査は、愛媛県林業試験場

研究指導室(当時)の各研究・普及職員(村

口良範・加藤員吾・得居輝・武智正典・藤田

誠・谷山徹・稲田哲治・岡田恭一・越智仁夫

・松岡真悟)の協力により実施した。
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表-1 調査地一覧

99久万
区 分 調査地 千本山

11 (iF) 75-124 
立木密度 (本・ha-1) 68 
平鈎樹高 (m) 33.0 
平均胸高直径 (cm) 75.9 
胸高断面積合計 (m~2 ・ ha-1) 34.6 
林分幹材積 (m

A

3・ha-1) 425.0 
林分幹重量 (dw ton/ha) 
林分核軍量 (dw ton/ha) 
林分業重量 (dw ton/ha) 
鮮の容積重 (dw ton/m偽3)
幹重量/地よ部現存置(首)
伐木層位刈取本数 (n) 19 
力校長さ測定本数 (m)斜距厳 20 
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調査地
∞Ehime ooEhime ooEhime∞Ehime∞Ehime 02Ehime 02Ehime 02Ehime同 標

区 分 48 5A 58 6A 68 1A 2A 平士句 準偏差

称立齢木密度 (( 年本) ・ha-1) 
35 35 34 38 40 53 49 34.8 土9.3

1.9∞ 1.200 2.450 1.2∞ 1.650 725 925 1538 j:652 
平均樹高 (m) 19.0 18.4 17.6 19.2 19.9 22.6 21.5 18.5 土2.4
平均胸高直径 (cm) 20.4 23.0 19.8 23.7 22.9 29.8 27.9 22.6 土3.6
胸高断面積合計 (m~2 ・ ha-1) 66.3 52.4 81.3 55.3 74.0 52，6 58.7 59.5 j:11.9 
林分幹材積 (m~3 ・ ha-1) 565.0 428.6 656.4 463.2 652.5 489.0 530.5 487.8 j:109.1 
林分幹重量 (dw ton/ha) 185.7 140.9 208.7 143.0 208.0 148.6 169.3 154.2 土38.5
林分綾重量 (dw ton/ha) 11.1 12.5 11.9 10.3 16.3 10.0 10.2 11.0 土2.0
林分業重畳 (dw ton/ha) 15.6 13.4 22.1 15.7 17.4 10.7 11.5 17.0 土4.2
幹の容積重 (dw ton/m

A

3) 0.33 0.33 0.32 0.31 0.32 0.30 0.32 0.31 土0.02
幹重量/地上部現存量(%) 87.4 84.5 86.0 84.6 86.1 87.8 88.6 84.1 土3.6
伐木層位刈取本数 (n) 5 5 5 5 5 4 4 
力校長さ測定本数 (m)斜距雌 2 5 

注 1 99久万と 01字和島の2林分は、長伐期研究で実施。

注 2 OOEhimeの11林分は、間伐炭素で実施。

注 3 02Ehilleの2林分は、炭素吸収で実施。

2.調査方法

2.1 調査箇所

調査地である 15林 分 の概要を表 - 1に示

す。

2.2 伐木層位刈り取りによる器官別地上部現

存量調査

森林総合研 究所が作成した調査マニ ュアル

(森林総研 2(04)に沿って立木のバイ オマス

量，バイオマスの幹 ・枝 ・葉配分比を 、層位

刈 り取 り法(地上高 0.2m、l.2m、2.2m、3.2m…)

で測定 した。

なお、1999年久万千本山は、伐倒木上半面

の枝の元径 をす吠て測定する と共に、 4本 の

サンプル木 よ り各 6，....， 10本 のサ ンプル枝 を

選んで持ち帰り、器官別乾重量 を測定し、 枝

元径 と各器官重との相対成長関係に よ り各器

J 

官別地上部現存量 を算出、それぞれの合計 を

2倍した値を個体の器官重量 とした。

2.3 カ枝の長さと林分構造

空中写真により、 資源 量 を解析しようとし

た場合は、林分平均の樹冠幅と林分構成因子

との関係が重要に なる。測定済みのデータセ

ッ トには樹冠幅はな いが、力枝の長さ(測定

個体で最も太 く長い枝を伐採後に目視で、 力

枝と決定し 、その長 さを枝のカー ブに沿 って

測定)で代用可能と考 えられたので、今回 は

これと胸高直径及び成立本数について検討 し

た。

調査林分は 8ヶ所であり 、測定本数 は 1林

分あたり 1，....， 20本である 。すべ て伐倒木で

調査 した。
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大』長の枝カたし測回ン今
+-ーーーーー+
樹冠幅

図ー 1 力枝の長さの測定法

3.結果と考察

3.1.相対成長式の統一係数

D2H (DBH (cm)吃 X H (m)) と幹重量との相

対成長は図ー 2のとおりであり、同様に D2H

と枝重量との相対成長は図-3、D2Hと葉重

量との関係は、図 -4のとおりであり、これ

らの係数を表-2にまとめた。
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Ô2H(cm̂2'm) 
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図-4 D2Hと薫重量との相対成長

表-2 相対成長式の係数

樹種|勝 枝 葉

a h a h a h 

スギ I 0.0249 0.9313 0α>03 1.1364 O.∞27 0.9319 

スギ《量・>I 0.0308 0.9106 0∞32 0.9∞4 0.0840 0.5791 
ヒノキ峰.>I 0.0217 0.9722 0.0219 0.7036 0.1296 0.4813 

相対成長式:器官乾重(kg)= a X D2H -h 

; D2H は DBH(cm)吃 X H(m)、 a，hは係数

スギ(全国)とヒノキ(全国)の係数は田内ら 2∞4を

引用した。

全国の統一係数(田内ら 2∞4)と比較すると、
幹に関してはほぼ同じ値であるが、枝・葉は

異なる値となった。枝・葉は平均樹高や立木

密度で変化することが多いと言われており、

個々の林分で変化が大きい値である。

スギ人工林の地上部現存量に占める幹乾量

の割合は 35年生前後の場合 84%であり(表

- 1 )、概数把握には十分と考える。
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一係数を求めた。全国の統一係数と比較する

と、幹はほぼ同じ値となった。カ枝の長さと林分構成因子3.2 

カ枝の長さと林分構成因子4.2 カ枝の長さと林分平均胸高直径及び成立本

空中写真による森林資源資源解析を念頭数の関係は図 -5.......6のとおり。

にカ枝の長さと胸高直径や成立本数の関係も

解析し、暫定値を得た。

今後は、空中写真による森林資源解析を行

い、県行政の森林統計情報のうち森林蓄積の

精度検証に役立てる予定である。

最後に 99久万千本山の器官別.乾重データ

について共同研究者として調査資料を提供い

ただいた森林総合研究所の田淵隆一氏ほかに
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力枝の長さと林分平均DBH図-5

信一氏、今治市の越智四郎久万高原町の岡

氏ほかの森林所有者にお礼申し上げる。
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重量との相対成長式より、愛媛県における統

D2H (DBH (cm) ̂ 2 X H (m) ) 
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